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◇ 開会点憧 

1. ロータリーソング    ・・・ 奉仕の理想 

2. ゲスト及びビジター紹介 ・・・ 親睦委員長 

3. 会 長 挨 拶     ・・・ 澤野 義章 会長 

4. 幹 事 報 告     ・・・ 上畑日登美 幹事 

5. ニコニコＢＯＸ     ・・・ S･BOX委員長 

6. 出 席 報 告     ・・・ 出席委員長 

7. 卓     話     ・・・ 戦略計画委員会 

8. ロータリーソング    ・・・ 四つのテスト 

◇ 閉会点憧 
 

                            

 

 

 

 

  

 

         

２０２０－２０２１年度 

仙台宮城野ロータリークラブ 
 

例会場/ ホテルメトロポリタン仙台 

仙台市青葉区中央 1-1-1℡.022-268-2525 

例会日/ 毎木曜日 12:30～13:30 

事務所/ ホテルメトロポリタン仙台内 

℡ 022-268-3243 fax022-268-3296  

Email ： miyaginorc@dune.ocn.ne.jp 

H P ： http://www.miyaginorc.jp/ 

 
 

本日の予定 

委員会卓話 

戦略計画委員会 

委員長 森川 昭正 

2月 4日 ニコニコ BOX 
 

☆澤野 義章 会長 …西村ウイルスセンター長様、

ご訪問ありがとうございます。卓話大変楽しみに

しております。どうぞよろしくお願い致します。 

 

☆上畑 日登美 幹事 …西村先生が弟の家庭教師を

していたのが、35 年以上前のことでしょうか？

先生はいつまでたってもお若いです。今日はあり

がとうございます。 

 

☆佐藤 邦彦 会員 …今年初出席です。皆様本年も

よろしくお願い致します。 

 

会長報告              澤野 義章 会長 

○2021-2022 年度 ガバナー補佐・地区委員へ委嘱状

が届いておりますので、お渡し致します。 

 

    ガバナー補佐   森川 昭正 会員 

    クラブ奉仕委員会 伊藤 英実 会員 

    職業奉仕委員会  延川 正英 会員 

    社会奉仕委員会  佐藤 優昭 会員 

 
一年間どうぞよろしくお願い致します。 

 

○2020-21年度 地区大会 は中止となりました。 

 

○2021年国際大会 台湾大会は、バーチャル大会とな

りました。 

  ※詳細は、わかり次第皆様へお知らせ致します。 

幹事報告             上畑 日登美 幹事 

4日ゲスト 

独立行政法人国立病院機構仙台医療センター 

臨床研究部ウイルスセンター長  西村 秀一 様 

 

○2021-2022 年度ロータリーの手帳 お申し込みにつ

いて 次年度の「ロータリー手帳」をご希望の方は、

事務局までお知らせ下さい。 

  1部 660円 予定（5月下旬） 

例 会 予 定 

2 月 25日（木）親睦夜間例会 中止の為休会 

3 月 4日（木）通常例会・理事会 

3 月 11日（木）通常例会 

3 月 18日（木）休  会 

3 月 25日（木）通常例会 
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2 月度定例理事会 議事録 
2021.2.4 13：30～14：00             

報告：幹事 上畑日登美 

1.2021-2022年度 クラブ運営組織の変更について 

➢次年度地区委員会追加について、小原エレクトより説明あり                   承認 

 

2.2021-2022年度 地区補助金申請 案 について 

➢申請書および資金計画について小原エレクトより説明あり 

  事業総額 300,000円のうち、補助金として 198,000円を申請する                 承認 

 

3.親睦夜間例会「鍋を囲む会」開催について 

 ・2021年 2月 25日（木）18：30～20：30 ホテルメトロポリタン仙台 2階 セレニティにて 

 ➢現在の感染状況などを鑑み、中止とする。（通常例会もなし） 

3月以降に状況をみながら親睦会の開催を検討する。                      承認 

以上 

 

2月 4日卓話 

「新型コロナの今」 

独立行政法人国立病院機構 仙台医療センター 

臨床研究部ウイルスセンター長 

西村 秀一 様 
 

2月 4日の卓話は、内藤茂美会員のご紹介により仙台医療センターのウイルスセンター長の西村先生をお招き

し、新型コロナウイルスに関する最新のお話を伺いました。 

 

 現在、新型コロナの感染が急拡大し、重症者の数も増えておりますが、冬場の感染拡大は予想通りです。感染爆

発状態の米欧に比べ、日本は踏みとどまっている方です。変異型のウイルスも確認されるようになりましたが、コ

ロナは「空気感染」です。これは空気を介した感染で、空中を浮遊する病原体を含んだエアロゾルを吸い込むこと

で感染します。世間では消毒に重きを置いており、アクリルの衝立やドアノブ、学校の机等を消毒するのを多く見

かけます。これらはあまり重要ではなく、大切なのは換気と正しいマスクの着用です。「3密」を回避するために、

空気の流れを考え、換気すること。マスクはきちんと着用すること。これが感染予防に繋がります。 
 

 マスクの素材で飛沫防止効果は違います。エアロゾル粒子通過阻止実験を行った結果が下記の図です。 

若者が多く使用しているウレタンマスクの素材であ

るポリウレタンは、ほぼ効果が無いことがわかりま

す。逆に不織布マスクは、一番小さい 0.3～0.5umで

90.8％、最大の 5.0以上の粒子は 99.1％の除去率が

確認されました。医療従事者がつける N95や、医療用

サージカルマスクはそれ以上に高い数値ですが、一般

の方が生活圏で使用するのは、不織布マスクで十分機

能します。今回は「吸い込み」しか実験できませんで

したが、不織布マスクを上下左右に顔に密着させ、2

メートルのソーシャルディスタンスがあれば、エアロ

ゾルをほとんど吸い込まずに済みます。エアロゾルを

出さない事、吸い込まない事が感染の伝播防止に重要

です。 
 

 ワクチン接種の準備が日本でも始められています。コロナ対策で用いられるのが mRNA(メッセンジャーRNAワク

チン)です。従来のワクチンは、弱毒化、不活化した病原体そのものや、病原体のタンパク等を用いますが、mRNA

は、人工的につくった病原体タンパクの遺伝子をヒトの体内へ入れ、ヒトの細胞内で病原体タンパクをつくらせる

ものです。送り込んだ mRNAやつくられた病原体タンパクによって免疫を活性化させます。免疫をつくるために他

の物質もワクチンに混ぜ込む為、副作用が心配されています。米国でファイザー製ワクチンを 20～60代の人 190

万人が接種し、重篤な反応アナフィラキシーを起こした人は 21人出ました。確率でいえば 10万人に 1人です。こ

の 21人に死亡者はいません。もともとアレルギーを持っていない人はこのうち 4人、アレルギーを持っていない

人が重篤な副作用をおこす確率は 50万人に 1人です。軽い副作用はほとんどの方が実感するでしょう、腫れや痛

み、発熱です。政府は、国民に対しワクチンをうつメリット、デメリットをデータを示して正確に説明することが

重要です。免疫を獲得するメリットを選ぶか、副作用を心配するか、自分で理解し判断しなくてはなりません。 


